
 

科目名 

科目コード 

看護学概論Ⅱ 

404 

必修科目 
4年次 

1学期 
講義・演習 1単位 

科目責任者 医学部看護学科 教授 森本 紀巳子 

科目担当者 医学部看護学科 加悦 美恵、臼井 麻里子 

教育目標 

到達目標 

教育目標 

看護理論家の看護の対する考えおよび臨地実習の体験をとおして、これからの保健医療福祉分野に 

おける看護の独自性について再考する。 

 

到達目標 

1)看護の先人達が提唱した看護理論の特徴について説明できる。 

2)看護理論家が提唱する看護の考え方について臨地実習での体験と関連させながら理解できる。 

3)看護理論の理解および臨地実習の体験をとおして、看護の独自性・専門性について説明できる。 

授業計画 

第 1回 看護理論の歴史と動向 森本【講義】 

第 2～4回 看護理論家の理論の特徴 <個人およびグループ学習> 森本、加悦、臼井【講義・演習】 

①Ｆ･ナイチンゲール、 

②Ｖ･ヘンダーソン、 

③ヒルデガード・Ｅ・ペプロウ 

④ジョイス・トラベルビー  

⑤ドロセア・Ｅ・オレム 

⑥シスター・カリスタ・ロイ 

第 5回 臨地実習での事例の分析 <個人およびグループ学習> 森本、加悦、臼井【講義・演習】 

第 6回 課題 発表 1 森本、加悦、臼井【講義・演習】 

第 7回 課題 発表 2とその他の看護理論家の特徴、看護の独自性・専門性 森本【講義・演習】 

テキスト 必要時資料配布 

参考書 

F・ナイチンゲール著、湯槇ます他訳：看護覚え書、現代社  

V・ヘンダーソン著、湯槇ます･小玉香津子訳:看護の基本となるもの、日本看護協会出版会 

ｼﾞｭﾘｱ･B・ｼﾞｮｰｼﾞｱ著、南裕子他訳：看護理論集、日本看護協会出版会 2000 

小林富美栄他著：現代看護の探究者たち-人と思想-、日本看護協会出版会 2005 

評価方法 レポート  80％    出席状況・態度  20％ 

授業にむけて

の準備学習 
臨地実習の事例を参考にするので、検討したい事例をひとつまとめておくこと。 

 


